
ピーター・ドレスラー『Business Class』シリーズより  1996年

2011年7月30日（土）～9月5日（月）

［会場］ 北海道〈写真の町〉東川町文化ギャラリー
［時間］ 10：00～17：30  会期中無休（7月30日は15：00～21：00、最終日9月5日は10：00～15：00）
［料金］ 町内100円／町外200円（7月30日、7月31日は無料開放）

海外作家賞

ピーター・ドレスラー
Peter Dressler

国内作家賞

オノデラユキ
Yuki Onodera

新人作家賞

北野 謙
Ken Kitano

特別作家賞

奥田 實
Minoru Okuda

飛彈野数右衛門賞

百々俊二
Shunji Dodo 20112011

第27回東川賞受賞作家作品展第27回東川賞受賞作家作品展



全国のノミネーターから推薦され、8名の審査員によって選ばれた第27回「写真の町東川賞」受賞者が決定しました。
海外作家賞のピーター・ドレスラー氏（オーストリア）は、自らが被写体となり、アイロニーとユーモアの混じったやり方で、見る者と見られる者、孤独とコミュニケーショ
ンの間の多層的な関係を浮かび上がらせます。国内作家賞のオノデラユキ氏は、コラージュを使った作品やシルエットのシリーズなど、一般的な写真の概念を
軽やかに侵犯し、写真の可能性を様 な々形で追求した作品を発表しています。新人作家賞の北野謙氏は、職業、地域、信仰といったある集団に属する人々
のポートレートを均等に多重露光した「our face」プロジェクトや、東京の街をスローシャッターでとらえた「溶游する都市」シリーズによって、「存在」についての
問いを投げかけます。特別作家賞の奥田實氏は、森を知るために樹を見つめなおし、樹を知るために芽、葉、花の細部を見比べ、一年のうちに様 に々変化する
樹木の姿を一枚のページに美しくコラージュした作品を制作しました。関西を拠点に長年写真と教育に関わってこられた飛彈野数右衛門賞の百々俊二氏は、
自身の生い立ちの記憶をたどりながら、近代の歴史の痕跡とその「いま」をとどめた大阪を撮影しています。ストレートフォトから、パフォーマンス、多重露光、コラー
ジュと、今年の受賞作家作品展では、写真の多様な表現が展観され、「写真」の可能性についての刺激的な問いを投げかけるでしょう。
フェスティバル期間中には、「写真の町東川賞」受賞作家作品展や作家を囲んだフォーラムのほか、写真甲子園、赤レンガ・公開ポートフォリオレビュー、イン
ディペンデンス展など、多様なイベントが開催されます。

主催：東川町〈写真の町〉実行委員会　助成：公益財団法人朝日新聞文化財団　後援：外務省、環境省、文化庁、北海道開発局、 北海道、北海道教育委員会、旭川市、日本写真協会、日本写真家協会、日本広告写真家協会、日本写真文化協会、日本旅行写真家協会、
全日本写真連盟、日本写真家連盟、北海道観光振興機構、北海道新聞社、朝日新聞北海道支社、毎日新聞社、読売新聞北海道支社、日本経済新聞社旭川支局、NHK旭川放送局、札幌テレビ放送、北海道テレビ放送、テレビ北海道、北海道文化放送、AIR-G’
エフエム北海道、FM・ノースウェーブ
協賛：キヤノンマーケティングジャパン株式会社、株式会社シグマ、株式会社スタート・ラボ、株式会社ニコン、株式会社ニコンイメージングジャパン、富士フイルム株式会社、HOYA株式会社PENTAXイメージング・システム事業部、株式会社リコー、日本
写真映像用品工業会、株式会社カシマ　協力：ツァイト・フォト・サロン、MEM

東川賞審査委員

浅葉克己［アートディレクター］／笠原美智子［写真評論家］／
楠本亜紀［批評家、キュレーター］／佐藤時啓［写真家］／
野町和嘉［写真家］／平野啓一郎［作家］／
光田由里［美術評論家］／山崎博［写真家］

第27回東川町国際写真フェスティバル
（東川町フォト・フェスタ2011）

7月26日（火）～9月5日（月）  ［メイン会期：7月26日（火）～7月31日（日）］
会場：写真の町・東川町

ニコンユーナ21東川ポートフォリオレビュー
7月30日 11：30～13：30、17：00～19：00
会場：東川町文化ギャラリー
レビューアー：伊藤俊治（美術評論家）、大西みつぐ（写真家）［協力：ニコンサロン］

RICOH ポートフォリオ  オーディション
7月30日 9:30～11:30、31日 10:00～12:00
会場：東川町文化ギャラリー
審査員：飯沢耕太郎（写真評論家）／鷹野隆大（写真家）［協力：株式会社リコー］

赤レンガ・公開ポートフォリオレビュー
7月30日 10:00～14:00、31日 10:00～12:00 
会場：赤レンガ倉庫
レビューアー：沖本尚志（編集者）、邱奕堅（台北1839コンテンポラリーギャラ
リー・キュレーター）、タカザワケンジ（ライター／エディター）、高橋国博（冬青社
代表）、高橋朗（PGIディレクター）、クリスチーネ・フリシンゲリ（元カメラ・オース
トリア編集長）、光田由里（東川賞審査員）、吉野弘章（東京工芸大学教授）

宮崎学写真展「となりのツキノワグマ」
7月30日 9:30～17:00、31日 9:30～15:00
会場：赤レンガ倉庫
31日 12:00～13:00 作家トークショー［協力：日本写真協会、ニコンサロン］

写真インディペンデンス展
7月30日～9月5日　合評会：7月31日 10:00～12:00［協力：日本カメラ］
会場：東川町文化ギャラリー

東川ストリートギャラリー2011展　
7月30日、31日
会場：東川町文化ギャラリー前周辺

第18回全国高等学校写真選手権大会「写真甲子園2011」
本戦7月26日～29日

2011ひがしかわどんとこい祭り
7月30日、31日　他

各イベントの日時や内容は変更される場合があります。
詳細やその他関連イベントについてはホームページ、ブログをご覧ください。
ホームページ　http://photo-town.jp/index.html
ブログ　http://fotofes09.exblog.jp/

東川賞関連イベント
授賞式

7月30日（土） 14：00～14：30　15：00～ テープカット、レセプション
会場：東川町農村環境改善センター・大ホール

受賞作家フォーラム
7月31日（日） 13：00～17：30
会場：東川町文化ギャラリー
パネラー：東川賞受賞者、東川賞審査員、ゲスト
展示された写真を前に東川賞受賞作家を囲み、創作の秘密、制作のコンセプト
などについての話しを聞くとともに、写真についての多面的なディスカッション
を行います。

飛行機でお越しの場合：東京から1時間35分（羽田空港～旭川空港）／大阪から1
時間40分（関西空港～旭川空港）／名古屋から2時間（中部国際空港～旭川空港）
［旭川空港から東川市街地まで車で約10分、タクシー利用の場合は2000円程度］

電車でお越しの場合：札幌から1時間20分（札幌駅～旭川駅）／新千歳から2時間
（新千歳駅～旭川駅）［旭川駅から東川町まで車で約22分］

バスでお越しの場合：東川線60番 旭川駅（アサヒビル発）～東川（道草館）／大人520円／約40分（1時間に1本）

車でお越しの場合：札幌から国道12号経由　約150km／千歳から国道36号、12号経由約189km 

北野謙『溶游する都市／FLOW AND FUSION、
東京ドーム』1990年

奥田實『トドマツ Abies sachalinensis』2007-10年

オノデラユキ『11番目の指, No.2』2006年

百々俊二『都島区京橋』2008年

［会場］東川町文化ギャラリー
〒071-1423 北海道上川郡東川町東町1丁目19番8号
［お問い合わせ］東川町写真の町課
TEL／0166-82-2111　FAX／0166-82-4704
E-mail／photo@town.higashikawa.lg.jp

The 27th Higashikawa Awards 2011


